陽が 高い。 

くっきりと 黒い 影が 足 もとに かたまつ ている。 

その 自分の 影に 話しかける ように、 うつむきに 考え 

こんで ゆく 平 馬。 

ふと、 顔 を 上げた。 耳の そばで 羽ばたきが したから 

である。 おや！ と 思った 瞬間に 何やら 黄色い ものが 

平 馬の 眼前に 躍って、 すぐに それが、 右手の 甲に とまつ 

たので、 平 馬 はび つくりして よく 見た。 

#5 力 I 习 

丸々 と 肥った 美事な うぐいすが、 どこから ともなく 

飛んで 来て 平 馬の 右手に とまって いるの だ。 何 ごと か 



姓 や 町人まで 夢中になる 一 大 年中行事であった。 

今までの 成績 を 見る と、 三年 前まで は、 ほとんど 毎 

年の ように 結 城の 藩が、 名誉の 勝利 を 得て きたの だ つ 

たが、 それが どういう もの か、 下 妻 藩に つづけざまに 

三年 勝ち越されて いるので ある。 そこで 結 城の 若侍、 

腕を扼 し、 歯 を嚙ん で、 今年 こそ はと 意気込んで いる 

II その 仕 合 も 近い。 

ところが ここに、 下 妻の 藩 中に 一 つの 暗い 報告が 

もたら 

齎 された。 それ は、 今年 こそ は 結 城の 平 馬が、 いよい 

よ 仕 合に 出る らしい という 一 事で ある。 

いったい、 毎年 試合が 近づいて 来る と、 両方の 藩 か 



しそうに そこら を 見廻した。 武士の 住居ら しく、 小さ 

いながら もき ちんと 片付いて、 気持の 好い 家で ある。 

はてな 0, ここ は どこだろう。 平 馬が こう 思つ てい 

ると 少女 は 不思議 そうに 平 馬の ようす を 眺めて いたが、 

やがて、 

「あの、 あなた 様 は どちらの —— ？」 

同時に 平 馬の 方から も 問い を 発した、 

r こ j は ど j です？」 

「下 妻で ございます」 

これ を 聞く と 平 馬 は、 ちょっとび つくりした。 今度 

の 仕 合に どういう 手で 立ち合つ たもの かと いろいろ 考 



ます 力」 

「さよう」 と 平 馬 は どき まぎして、 

「旅の 者で ござる」 

すると この 時、 奥の 座敷で、 大勢の 人の 話し合って 

いる 声が 平 馬に 聞え た。 

「何 かの 寄り合いで すか」 

平 馬が 訊いた。 

「はい。 旅のお 方なら 御存じ ございま すまいが、 この 

筑 波のお 山のお 祭が 近づきまして、 例年のと ぉリ、 と 

な りの 結 城 藩と 剣道 の 仕 合が ござ いますので、 ザ J ちら 

の 下 妻の 若侍た ちが 相談し ている の でございます。 ザ J 



ぅも鶯 のよう すが へんだった。 なんとなく そわそわし 

ている。 と 思って よく 見て いるう ちに、 どこか f おくで 

ほかの うぐいすの 声が した。 ホウ ホケ キヨと いう その 

啼き声 は、 はじめは かなり 遠くの 方でして いたが、 そ 

れ がだん だん 近づいて きて、 今度 は どこか 家の 近くで 

大きく はっきりと 啼く のが 聞え た。 すると 少女の 鶯も 

友達が 来た の を 喜ぶ ように 盛んに 啼 きたてた。 やがて 

庭先の 梅の 小枝に、 ほかの 鶯の 黄ばんだ みどり 色の 姿 

が 見えて. それがし ばらく 籠の なかのう ぐいす としき 

りに 啼き 交わして いたかと 思う と、 つと 羽ばたき をし 

ながら、 梅の 枝 を はなれた 鶯が、 縁側の 籠の 前へ とん 



で 来た。 籠 を 隔てて 二 羽の 鶯が 何事 か 親しげ に 囁き 

ム 口って いるよう に 見える。 

少女 は うれしそうに にっこりして、 そして 新来の 珍 

客 を 驚かさな いように 気をつけながら、 そっと 籠の そ 

ばへ 寄った。 この、 どこから ともなく 飛んで 来た 鶯も、 

長らく 人に 飼われて いた ものと みえて、 少女が 近づい 

あ ) 

て も 逃げようと もしない。 で、 ふと その 脚 を 見た 少女 

は、 急いで 籠の 外のう ぐいす を 押えた。 紅 筆の ような 

鶯の 脚に 小さな 紙片が しばって あるの だ。 

少女が 紙 を 解いて 見る と、 小さく 畳んだ 手紙の よう 

な ものである。 鶯は そのまま 放して やって、 少女が 手 



みかえして 帰って来 るの だ。 先んずれば 人 を 制す。 こ 

くじ 

うして 出 はな を 挫いて やれば、 さぞ 痛快だろう ではな 

いか？」 

平 馬の この 突飛な 申出に は、 大分 反対の 声が 湧いた。 

そうとう 腕の 立つ 連中が 大勢、 刀に 手 を かけて 探して 

いるのに、 そこへ こっちから 乗り込んで 行く というの 

は、 まことに 危険な 物 好で あると 言わなければ ならな 

ヽ o 

レ 

「 一 人で 行く のか」 

「もちろん 一 人で 行く」 

「しかし、 それ も 面白い が、 この 霧 を はらして からに 



近づいて 見る と、 橋に 丸太 を 打ちつ けて、 それに 紙 

が 貼って ある。 

橋の 中央 破損に つき 通行 禁止の 事 

平 馬が 提灯 をつ きつける と、 こう 読めた。 提灯 を 

持って 番人が 立って いる。 

「どうしたの だ？ 橋の 真中が こわれた と あるが I 

I」 

平 馬た ちが 番人 を 返りみ ると、 番人の 男 は 続けさ ま 

にお じぎ をしながら、 

「へい。 どうした もの か 真中から 少し 下 妻の 方へ 寄つ 

たと ころが 落ちまして、 通れない ほどで は ございませ 



ばなら なかった。 

平 馬 は、 斬ろうと 思えば いくらでも 鏡 之 介 を 斬リ捨 

て る y J とがで きたけれ ど、 あの 優し い 千草の 兄と 思え 

ば、 平 馬に は それ はでき なかった。 

わざと 下 妻の 者 をお びき 寄せて 森の奥の 密談 を 聞か 

せ、 それから 橋の 下に 伏兵 を 忍ばせて おいて、 平 馬 ひ 

とりが 橋 を 渡る と いう —— これ はすべ て 平 馬の 計画で、 

手紙 を齎 した 鸞は、 平 馬の 愛して いる 飼 鳥であった。 

こうして 敵 をお びき 出して 逆に その 裏 を かいたの であ 

る。 もとより 橋の 壊れた というの も 敵の 計で、 乱闘 中 

に 結 城 方からの 邪魔 を 入れない ために ほかなら なかつ 



い。 正しく 生き、 健かに 明るく あらんが ための 武で 

ぁリ、 剣で あると いう ことが、 この 二 羽の 鶯を 見る た 

びに、 いつまでも 両 藩の 若侍た ちの 胸に 力強く ひびい 

たという。 

平 馬 はもと から 自分の 飼って いた 鶯を結 城と 呼び、 

千草 鏡 之 介、 兄妹から 贈られた 鶯を下 妻と 名 づけて、 

毎年、 筑波 神社 祭礼の 奉納 仕 合の 庭に は 必ず この 二 羽 

の鶯を 同じ 籠に 入れて、 提げて 行った とのこと である _ 

筑波 おろしの 春風の なかに、 ホウ ホケ キヨと 鶯が啼 

くと き、 若侍 は 公正な 微笑 を 交わして 勇ましく 立ち合 

うのだった —— 。 
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